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【JR森田駅駐輪場ペイントプロジェクト】
　美しいまちづくり、活力あるまちづくり、地域の課題を
解決するまちづくりについて学ぶ「地域環境論」の授業
の一環として、地元森田地区の駅を中心に歩いて暮らせ
るまちづくりに６年前から参加してきました。駅を住民に
とって身近な存在にするための取り組みの一つとして、森
田地区文化委員会が5年前より「もりた夢駅～夏物語」 
を開催するにあたり、生活環境専攻１回生が企画、実行
に参加しました。
　今年は、学生が６つのグル プーに分かれ、住民や子供
達に駅に関心を持っていただく企画と駐輪場壁画のデザ
インを提案しました。企画については、各グループで１つ
に絞った結果、「もりたん電車」、「マイもりたんをつくろ
う」など６つの企画が提案され、準備しました。
　しかし、予定していた7月13日（日）は荒天のためやむな
く7月15日に延期し、地域環境論の授業時間90分間で壁
画のペイントを完成させることになりました。その結果、
残念ながら準備した企画は中止となりました。壁画のペ
イント作業には約40人の学生と森田地区文化委員会の
委員、公民館関係者あわせて約50人が汗を流しました。
壁画デザインは、原案を学生が６グループに分かれて考
えた６案から、森田地区文化委員会で『森田の四季』
に決定しました。それを地元森田在住で、かの有名な
EXILEの靴のペインティングも手がけているという若手
アー チスト内田徹（THIRTEEN）さんがリライト。授業の
中でもステンシル等の準備を行ったり、文化委員の方々
が事前に壁画への下絵の転写などの準備をしていただい
たおかげで、短時間で
完了しました。また、地
元の親子も前もってス
テンシルの手法で森田
の様々な動植物を描き
ました。
　当初、地元からは、学生提案の壁画デザインについて
慎重意見もあると聞きましたが、完成してみると、森田
を代表する風景が一望できて好評とのことです。来年の
夏、残りの半分の秋と冬について学生から原画を募集
し、完成するのが楽しみです。
もりた夢駅〜夏物語〜
完成した駐輪場壁画「森田の四季」（春と夏編）
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森田地区まちづくり協議会と
仁愛女子短期大学との連携事業報告
地域活動実践センター長　重村　幹夫
「森田地区まちづくり協議会と仁愛女子短期大学との連携に関する協定」が平成22年8月30日に締結されました。
この協定に基づいて、平成26年度も相互に連携・協力して様 な々事業を展開してきました。
１　森田・仁愛女子短期大学連携協議会
　「第5回森田・仁愛女子短期大学連携協議会」が、平
成26年6月6日、仁愛女子短期大学で開催されました。森
田地区から安田寛自治会連合会会長他9名が、本学から
禿正宣学長他6名が出席しました。
　協議事項は、平成25年度に実施した連携事業の報告及
び平成26年度実施予定の連携事業について行いました。
２　公民館と地域活動実践センターの事務打合せ
　事務レベル協議が、平成27年2月5日に仁愛女子短期
大学で開催されました。森田地区からは吉村公司森田公
民館館長、吉田智子公民館主事が、本学から重村幹夫
地域活動実践センター長、内山秀樹教授、中村澄子セ
ンター事務が出席しました。打合せ内容は、平成26年度
の振り返りと平成27年度実施予定の連携事業、夢ギャラ
リー森田の運用状況等について話し合われました。
　
３　もりた夢駅～夏物語2014～
　本学生活環境専攻「地域環境論(内山秀樹教授)」の
一環として、7月15日に開催されました。今年は、森田駅
駐輪場壁画を、地元アーティストとのコラボレーションに
よりペイントしました。
４　森田エコキャンドル2014
　これも、「地域環境論(内山秀樹教授)」の一環として、
7月26日に開催されました。今年は、環境専攻卒業生が、
企画準備段階から参加しました。３及び４の二つの連携
事業の詳細は「地域連携開放講座(p.23-24)の項をご覧く
ださい。
５　森田地区文化祭と本学大学祭の連携・協力
　森田地区文化祭が10月25日・26日、本学大学祭が10月
18日に開催されました。今年は、日程が合いませんでした
が、書道サークルの作品展示、栄養研究サークルのパウ
ンドケーキの販売が行われました。
６　もりた夢市への参加
　「もりた夢市」は、森田地区住民主体の朝市として、 
森田地区の出席者
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11月9日に開催されました。ここでも、栄養研究サークル
のパウンドケーキの販売が行われました。
７　夢ギャラリー森田(JR森田駅)
　地域の方にJR森田駅をもっと身近に感じてもらうた
め、駅舎内の一角に「夢ギャラリー森田」が開設されて
います。森田地区と本学で、一ヶ月交代で作品を展示し
ています。今年度は、サークルの他、本学全学科、専攻の
展示を行いました。
①第24集『わたしのマスコットキャラクター』
　(5月1日～5月23日)
出品者は、生活環境専攻８名です。今回の作品は自分
をキャラクター化し、立体化した作品です。
②第25集『生活情報専攻 卒業研究 2014』
　(7月1日～7月31日)
出品者は、生活情報専攻の 島田ゼミ・田中ゼミ・内藤
ゼミ・野本ゼミ・大西ゼミ・平塚ゼミ・澤崎ゼミの学生
です。ゼミの内容紹介を行いました。
③第26集『食物栄養専攻 栄養（食事）についてのパネル展』
　(9月1日～9月30日)
出品者は、食物栄養専攻生です。「栄養（食事）」につ
いてのパネルを作成しました。
④第27集『折り紙研究サークル ≪春夏秋冬≫壁画・色紙』　
　(10月1日～10月31日)
出品者は、折り紙研究サークル９名です。折り紙を使
い季節の変化を壁画・色紙に表現しました。
⑤第28集『生活環境専攻 動物と植物を題材にした
　文様デザイン・ｄｅｓｉｇｎ ｎｅｗｓ』
　(1月9日～1月31日)
出品者は、生活環境生４名です。動物等を題材に、特
徴を単純に意匠化し、連続する文様としてデザインを
試みた作品です。また、1 年間の取組みと活躍を掲載
した、ｄｅｓｉｇｎ ｎｅｗｓを展示しました。
⑥第29集『幼児教育学科図画工作作品展』
出品者は幼児教育学科生です。紙版画と、一月の小壁
画を展示しました。
　　　
『生活情報専攻 卒業研究 2014』
『食物栄養専攻 栄養（食事）についてのパネル展』
『折り紙研究サークル ≪春夏秋冬≫壁画・色紙』
『生活環境専攻 動物と植物を題材にした
　文様デザイン・ｄｅｓｉｇｎ ｎｅｗｓ』
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森田公民館における幼児向け英語教室
仁愛女子短期大学 講師　野本　尚美
＜開催日時＞
平成26年8月9日（土）10:30～11:20
（当初は翌日10日も開催予定でしたが、大型台風が接近
したため中止としました。）
＜開催内容＞
　今年度の新規事業として、森田公民館にて幼児向け英
語教室を開催させていただきました。3～6歳のお子様10
名とその保護者の方々にご参加いただき、本学生活科学
学科生活情報専攻学生5名とともに、手遊びやゲーム、簡
単な工作などを通して英語に親しんでいただきました。
今回は特に「数」と「色」の英語を多く取り入れました。
具体的な内容は以下の通りです。
1. 「数」の英語：手指を使いながらみんなでSeven 
Stepsを歌いました。（one～seven）
2. 「色」の英語：昆虫の絵を提示しながら色の英語につ
いて学びました。（red, blue, yellow, green, pinkなど）
3. 虫探しゲーム：私たちがあらかじめ部屋の中に隠して
おいた虫の絵を子どもたちに探してもらい、見つかっ
た虫の数をみんなで英語を使って数えました。
4. 釣竿を作ろう：一人ひとりの好きな色を（できれば英語
で）言ってもらい、その色の画用紙と紐の先に磁石を
つけて釣竿を作りました。
5. 虫つりゲーム：クリップをつけた虫の絵を釣竿にくっつ
けて遊ぶゲームを2チームに分かれて行い、とれた虫
の数をみんなで数えました。
　子どもに英語を“教え込む”のではなく、子どもの自然な
遊びの中に英語を“溶け込ませる”ことを目標として、上記
の内容を構成しました。
　当初の時間配分通りに進まず、終了予定時刻をオー
バ しーてしまいましたが、保護者の方々のご協力もあり、
私も最後まで楽しく講座をさせていただくことができまし
た。終了後、保護者の方々からは「子どもの表情がイキイ
キしていたので参加してよかった」「参加型・体験型の講
座だったので良かった」「身近なテーマで楽しかった」と
いったご感想をいただきました。
　またお子様のサポ トー役として参加した学生たちの感
想として「予定通りにはいかないこともあったが、子ども
たちの笑顔を見て、頑張って準備をして良かったと思っ
た」「お子様だけでなく、一緒に来てくださった保護者の
方 と々も積極的にコミュニケーションを取りながら進めて
いくことが重要だと感じた」などの意見が書かれており、
地域の方 と々の交流の中で学生たちも大変多くのことを
学ばせていただいたと思います。
　今年度は残念ながら1日のみの講座となりましたが、
今後も森田公民館のご協力を賜りながら、子どもたちが
「英語って楽しい」と感じてくれるような講座を企画した
いと思います。
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